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レーザーアブレーション/ICP-MS法の利点

電池構成部材（正極材・負極材）の劣化・故障解析や品質管理のツールとして有効です。

レーザーアブレーション/ICP-MSによるLiBの劣化解析
～Li析出の定量イメージング～

Cat.No 3E4J-057-00-220207

● レーザーアブレーション/誘導結合プラズマ質量分析法（LA/ICP-MS)を用いて、リチウムイオン二次電池に含ま
れる元素の定量イメージング評価を行います。

● リチウムイオン二次電池において問題となる、負極上でのリチウム金属析出現象を定量評価できるため、電池
開発における管理指標を提供することができます。

● リチウム以外の元素 （ニッケル、コバルト、マンガン等） にも適用可能です。

調査事例：負極のリチウム析出定量評価

● リチウムイオン二次電池(液LiB負極 Li析出品*) ● レーザーによる電極材料のアブレーションイメージ

〇表層から集電体に
いたるまでの活物質
層を全て微粒子化し、
これを直接 ICP-MS
装置に導入して分析
します。

〇SIMS、XPS、AES
では評価できない
電極内部のLi析出も
分析できます。

〇表層情報の取得も
可能です。
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*300サイクル充放電(1 C)

2
 m

m
レーザー

集電体

活物質

<100 
µm

活物質微粒子

● カラーマップ像 ● ３Dグラフ

2 mm

6 %

1 %

L
i濃

度

0

1

2

3

4

5

6

L
i濃

度
［
％
］

2 mm

2 mm

Li析出量を定量的に評価できます。
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